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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体と、
　この本体内に収容され、異なる方向に指向性を持つ複数のアンテナと、
　前記本体内に、前記複数のアンテナそれぞれに対応して設けられ、対応する前記アンテ
ナの出力信号を、複数の分配出力に分配する複数の分配手段と、
　前記本体内に設けられ、前記各分配手段から前記分配出力が供給され、供給された前記
各分配手段からの分配出力を調整して合成して、それぞれ合成信号を生成し、前記各合成
信号がそれぞれ所望の方向から到来する電波に主に対応する信号となるように、互いに独
立して調整可能である複数の指向性調整手段と、
　前記本体内に前記各指向性調整手段に対応して設けられ、対応する前記指向性調整手段
からの出力信号を、それぞれに割り当てられた互いに異なる周波数帯の出力信号に周波数
変換する複数の周波数変換手段と、
　前記本体内に設けられ、前記各周波数変換手段からの出力信号を合成して出力する合成
手段とを、
具備する可変指向性アンテナ装置。
【請求項２】
　請求項１記載の可変指向性アンテナ装置において、前記各指向性調整手段は、異なる方
向から前記本体に向かって到来する複数の電波のうち、選択されたものに前記合成信号が
主に対応するように調整され、互いに対応する指向性調整手段と周波数変換手段との間に
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それぞれ設けられた可変フィルタが、前記選択された電波の信号を通過させるようにその
通過帯域を調整する可変指向性アンテナ装置。
【請求項３】
　請求項１記載の可変指向性アンテナ装置において、前記複数のアンテナは、第１乃至第
４のアンテナを含み、第１及び第２のアンテナは、間隔を隔てて平行に配置され、第３及
び第４のアンテナは、第１及び第２のアンテナと交差して直交するように、互いに間隔を
隔てて平行に配置されている可変指向性アンテナ装置。
【請求項４】
　請求項３記載の可変指向性アンテナにおいて、第１乃至第４のアンテナは、それぞれダ
イポールアンテナであって、前記各指向性調整手段は、第１及び第２のアンテナの信号間
の位相を調整する位相調整手段と、第３及び第４のアンテナの信号間の位相を調整する位
相調整手段と、これら位相調整された第１乃至第４のアンテナの信号の振幅を調整する振
幅調整手段とを、備えている可変指向性アンテナ装置。
【請求項５】
　請求項１記載の可変指向性アンテナ装置の合成手段の出力信号を伝送する１本の伝送線
路と、
　この伝送線路を伝送された前記合成手段の出力信号がそれぞれに供給される複数の受信
手段とを、具備し、
　前記各受信手段は、前記各周波数変換手段の出力信号のうち割り当てられたものを受信
可能に構成されている、受信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所望の方向から到来する電波を受信可能な可変指向性アンテナ装置及び、こ
れを用いた受信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、上記のような可変指向性アンテナ装置としては、例えば特許文献１に開示されて
いるようなものがある。このアンテナ装置では、本体部と、この本体部の開口を被蓋して
いる蓋部とが、設けられている。本体部内には、４組の八木形アンテナが設けられている
。本体部を通る１つの仮想直線上に上記４組のうち２組の八木形アンテナが、それぞれ反
対方向に指向性を持つように配置されている。上記の仮想直線と直交する別の仮想直線上
にそれぞれ反対方向に指向性を持つように、残りの２組の八木形アンテナが配置されてい
る。これら４組の八木形アンテナの受信信号を調整して合成することによって、所望の方
向から到来する電波に主に対応した合成信号を出力している。
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－３６３２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、この可変指向性アンテナ装置では、様々な方向のうち選択された特定の方向か
らの電波にのみ主に対応した出力信号しか出力することができない。ところで、アンテナ
を設置する場所において、異なる複数の方向から到来する電波をそれぞれ受信することが
望まれることがある。この要望に上記可変指向性アンテナ装置によって応えようとすると
、複数台の上記可変指向性アンテナ装置を設置しなければならない。
【０００５】
　本発明は、１台の可変指向性アンテナシステムによって様々な方向から到来する電波の
うち所望の複数の電波を受信可能とすることを、目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　本発明による可変指向性アンテナシステムは、本体を有している。この本体内に複数の
アンテナが収容され、これらアンテナは、それぞれ異なる方向に指向性を示している。こ
れらアンテナとしては、例えばダイポールアンテナや八木形アンテナ等の指向性アンテナ
を使用することができる。前記本体内に、前記複数のアンテナそれぞれに対応して複数の
分配手段が設けられている。各分配手段は、対応する前記アンテナの出力信号を、複数の
分配出力に分配する。前記本体内に複数の指向性調整手段が設けられている。これら複数
の指向性調整手段それぞれには、前記各分配手段から分配出力が供給されている。各指向
性調整手段は、各分配手段から供給された前記各分配出力を調整して、例えば振幅レベル
及びまたは位相の調整を行って、合成して、合成信号を出力する。この調整は、対応する
合成信号が所望の方向から到来する電波に主に対応する信号となるように行われる。この
指向性調整手段は、互いに独立して調整が可能である。前記本体内に前記各指向性調整手
段に対応して複数の周波数変換手段が設けられている。これら周波数変換手段は、対応す
る前記指向性調整手段からの出力信号を、それぞれの周波数変換手段に割り当てられた互
いに異なる周波数帯の出力信号に周波数変換する。前記本体内に合成手段が設けられてい
る。この合成手段は、前記各周波数変換手段からの出力信号を合成して出力する。
【０００７】
　このように構成すると、各指向性調整手段を独立に調整することによって、各指向性調
整手段からは、それぞれ異なった方向から到来する電波に主に対応した信号が出力される
。これら信号は、異なった周波数帯の信号に周波数変換手段によって周波数変換され、合
成される。従って、この合成信号は、異なる方向からの電波をそれぞれ受信して、互いに
周波数が重複していない信号からなるものとなる。従って、前記合成手段の出力信号を１
本の伝送線路を介して伝送することができる。
【０００８】
　前記各指向性調整手段は、異なる方向から前記本体に向かって到来する複数の電波のう
ち、選択されたものに前記合成信号が主に対応するように調整することができる。この場
合、互いに対応する指向性調整手段と周波数変換手段との間にそれぞれ可変フィルタが設
けられる。この可変フィルタとしては、通過帯域を変更することが可能な帯域通過フィル
タとすることが望ましい。これら可変フィルタは、前記選択された電波の信号を通過させ
るようにその通過帯域が調整される。
【０００９】
　このように指向性調整手段と周波数変換手段との間に可変フィルタを設け、その通過帯
域を適切に調整することによって、指向性調整手段から出力された信号のみを周波数変換
手段に供給することができる。しかも、可変フィルタは通過帯域を変更可能なものである
ので、指向性調整手段が或る方向からの電波に主に対応する信号を出力している状態から
、他の方向からの異なる周波数の電波に主に対応する出力信号を出力する状態に切り換え
られても、他の方向からの電波に主に対する出力信号のみを可変フィルタが通過させて、
周波数変換手段に供給することができる。
【００１０】
　前記複数のアンテナは、第１乃至第４のアンテナを含むものとすることができる。この
場合、第１及び第２のアンテナは、間隔を隔てて平行に配置され、第３及び第４のアンテ
ナは、第１及び第２のアンテナと交差して直交するように、互いに間隔を隔てて平行に配
置されている。このように第１及び第２のアンテナと、第３及び第４のアンテナとを交差
させて、本体内に収容しているので、本体を小型化することができる。
【００１１】
　第１乃至第４のアンテナを、それぞれダイポールアンテナとすることができる。この場
合、前記各指向性調整手段は、第１及び第２のアンテナの信号間の位相を調整する位相調
整手段と、第３及び第４のアンテナの信号間の位相を調整する位相調整手段と、これら位
相調整された第１乃至第４のアンテナの信号の振幅を調整する振幅調整手段とを、備えて
いる。
【００１２】
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　このように構成すると、第１及び第２のアンテナの信号間の位相を調整することによっ
て、これら両アンテナの信号を合成したなら、その仮想合成信号が、第１及び第２のアン
テナの配置方向の両側のうち選択された一方の方向の電波に主に対応したものとなる。第
３及び第４のアンテナの信号間の位相を調整することによって、両アンテナの信号を合成
したなら、その仮想合成信号が、第３及び第４のアンテナの配置方向の両側のうち選択さ
れた一方の方向の電波に主に対応した信号となる。そして、これら２つの仮想合成信号は
、直交する２つの方向からの電波に主に対応するものとなる。そして、これら２つの仮想
合成信号の振幅を適切に調整したのと等価になるように、位相調整された第１乃至第４の
アンテナの振幅を調整することによって、実際の合成信号は、その直交する２つの方向の
間の所望の方向からの電波に主に対応する信号となる。
【００１３】
　本発明による受信システムは、上述した可変指向性アンテナ装置を含み、さらに、この
アンテナ装置の合成手段の出力信号を１本の伝送線路が伝送する。この伝送線路を伝送さ
れた合成手段の出力信号が複数の受信手段に供給される。各受信手段は、各周波数変換手
段の出力信号のうち割り当てられたものを受信可能に構成されている。
【発明の効果】
【００１４】
　以上のように、本発明によれば、１台の可変指向性アンテナ装置によってそれぞれ異な
る方向から到来する複数の電波を受信し、これら電波に対応する信号を１本の伝送線路に
よって伝送することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明の１実施形態の可変指向性アンテナ装置は、図２に概略的に示す本体２を有して
いる。本体２は、平面形状が八角形状で、その内部に複数、例えば４組の指向性アンテナ
、例えば第１乃至第４のダイポールアンテナ、４、６、８、１０が収容されている。第１
乃至第４のダイポールアンテナ４、６、８、１０は、例えばＵＨＦ帯のテレビジョン放送
受信用のものである。第１乃至第４のダイポールアンテナ４、６、８、１０は、それぞれ
直線状に配置されたアンテナエレメント４ａ、４ｂ、６ａ、６ｂ、８ａ、８ｂ、１０ａ、
１０ｂを有している。第１のダイポールアンテナ４は、そのアンテナエレメント４ａ、４
ｂの内方端に給電端子１２ａ、１２ｂを有し、第２のダイポールアンテナ６は、そのアン
テナエレメント６ａ、６ｂの内方端に給電端子１４ａ、１４ｂを有し、第３のダイポール
アンテナ８は、そのアンテナエレメント８ａ、８ｂの内方端に給電端子１６ａ、１６ｂを
有し、第４のダイポールアンテナ１０は、そのアンテナエレメント１０ａ、１０ｂの内方
端に給電端子１８ａ、１８ｂを有している。
【００１６】
　第１のダイポールアンテナ４は、本体２の中心を通る仮想線２０の一方の側に、仮想線
２０と平行に配置されている。第２のダイポールアンテナ６は、仮想線２０の他方の側に
、仮想線２０と平行に配置されている。第１及び第２のダイポールアンテナ４、６は、仮
想線２０と直交する仮想線２２の両側に、それぞれの給電端子１２ａ、１２ｂ、１４ａ、
１４ｂが位置している。第１及び第２のダイポールアンテナ４、６は、仮想線２０に対し
て共に予め定めた第１の距離だけ隔てて位置している。
【００１７】
　第３のダイポールアンテナ８は、本体２の中心を通り仮想線２０と交差、例えば直交す
る仮想線２２の一方の側に、仮想線２２と平行に配置されている。第４のダイポールアン
テナ１０は、仮想線２２の他方の側に仮想線２２と平行に配置されている。第３及び第４
のダイポールアンテナ８、１０は、仮想線２０の両側に、それぞれの給電端子１６ａ、１
６ｂ、１８ａ、２０ｂが位置している。第３及び第４のダイポールアンテナ８、１０は、
仮想線２２に対して共に第１の距離だけ隔てて位置している。
【００１８】
　第１及び第２のダイポールアンテナ４、６は、仮想線２２に沿う方向に８の字指向性を
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示し、第３及び第４のダイポールアンテナ８、１０は、仮想線２０に沿う方向に８の字指
向性を示す。
【００１９】
　第１乃至第４のダイポールアンテナ４、６、８、１０で受信された信号は、給電端子１
２ａ、１２ｂ、１４ａ、１４ｂ、１６ａ、１６ｂ、１８ａ、１８ｂを介して回路基板２４
に供給されている。この回路基板２４は、第１乃至第４のダイポールアンテナ４、６、８
、１０と非接触の状態で、本体２の中心に配置されている。
【００２０】
　図１に示すように、回路基板２４上には、第１乃至第４のダイポールアンテナ４、６、
８、１０によって受信された信号を増幅する増幅器２６、２８、３０、３２が設けられて
いる。これら増幅器２６、２８、３０、３２の出力信号は、分配手段、例えば４分配器３
４、３６、３８、４０に供給され、複数に分配される。例えば４分配される。
【００２１】
　分配器３４、３６、３８、４０の分配出力は、複数、例えば４台の指向性調整手段、例
えば指向性調整回路４２、４４、４６、４８に供給される。これら指向性調整回路４２、
４４、４６、４８は、同一の構成であるので、指向性調整回路４２についてのみ詳細に説
明する。
【００２２】
　指向性調整回路４２は、分配器３４から第１のダイポールアンテナ４の分配出力ａ１が
供給される移相器５０ａを含んでいる。同様に、第２、第３及び第４のダイポールアンテ
ナ６、８、１０の分配出力ａ２、ａ３、ａ４が供給される移相器５０ｂ、５０ｃ、５０ｄ
も、指向性調整回路４２は有している。
【００２３】
　移相器５０ａ、５０ｂによって、第１及び第２のダイポールアンテナ４、６の受信信号
間の位相関係が調整される。その調整は次のように行われる。第１及び第２のダイポール
アンテナ４、６は、図３（ａ）に示すように仮想線２２に沿う方向（仮想線２０に直交す
る方向）に８の字指向性を有している。今、矢印Ａで示す方向（第２のダイポールアンテ
ナ６から第１のダイポールアンテナ４に向かう方向）からダイポールアンテナ４、６に向
かって電波が到来する場合を考える。この電波による第２のダイポールアンテナ６での受
信信号に対して第１のダイポールアンテナ４の受信信号の位相を逆相として、両受信信号
を合成すると、両者は互いに打ち消し合う。即ち、第１及び第２のダイポールアンテナ４
、６の合成アンテナは、方向Ａに指向性を有さず、逆に矢印Ｂの方向（第１のダイポール
アンテナ４から第２のダイポールアンテナ６に向かう方向）に指向性を持つ。方向Ａから
の電波による第１のダイポールアンテナ４での受信信号に対して第２のダイポールアンテ
ナ６の受信信号の位相を逆相として、両信号を合成すると、両者は互いに打ち消し合って
、第１及び第２のダイポールアンテナ４、６の合成アンテナは、方向Ｂに指向性を有さず
、矢印Ａ方向に指向性を持つ。
【００２４】
　上記２つの場合のいずれかになるように、移相器５０ａ、５０ｂを調整することによっ
て、第１及び第２のダイポールアンテナ４、６の合成アンテナの指向性の方向を方向Ａま
たはＢとすることができる。
【００２５】
　上記の説明から類推できるので、詳細な説明は省略するが、移相器５０ｃ、５０ｄによ
って、第３及び第４のダイポールアンテナ８、１０の受信信号間の位相関係が調整され、
同図（ｂ）に示すように第３及び第４のダイポールアンテナ８、１０の合成アンテナの指
向性を、方向Ｃ（第３のダイポールアンテナ８から第４のダイポールアンテナ１０に向か
う方向）または方向Ｄ（第４のダイポールアンテナ１０から第３のダイポールアンテナ８
に向かう方向）のいずれかに、向けることができる。
【００２６】
　上記のように移相器５０ａ、５０ｂ、５０ｃ、５０ｄによって位相調整が行われた第１
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乃至第４のダイポールアンテナ４、６、８、１０の受信信号は、振幅調整器５２ａ、５２
ｂ、５２ｃ、５２ｄによって振幅の調整が行われる。この振幅の調整は次のように行われ
る。例えば位相調整が行われ、指向性が方向Ｂを向く第１及び第２のダイポールアンテナ
４、６の合成受信信号を、例えば図４に示すように、合成信号ｂとし、位相調整が行われ
指向性が方向Ｄを向く第３及び第４のダイポールアンテナ８、１０の合成受信信号を合成
信号ｄとする。これら合成信号ｂ、ｄの振幅を、上記合成信号ｂの振幅をｋ１倍し、合成
信号ｄの振幅をｋ２倍し（但しｋ１２＋ｋ２２の平方根が１となるように、ｋ１、ｋ２の
値は変更させる）、両者を合成すると、第１乃至第４のダイポールアンテナ４、６、８、
１０の合成指向性は方向Ｂと方向Ｄとの間の任意の方向に向けることができる。例えば合
成信号ｂ、ｄをそれぞれ２－１／２倍して合成すると、その合成信号は、方向Ｂ、Ｄの間
で両者に対して４５度の方向Ｅから到来する電波に主に対応するものとなる。即ち、第１
及び第４のダイポールアンテナ４、６、８、１０の合成指向性は方向Ｅを向くことになる
。
【００２７】
　以下同様に、第１及び第２のダイポールアンテナ４、６の合成指向性を方向Ｂに向け、
第３及び第４のダイポールアンテナ８、１０の合成指向性を方向Ｄに設けた状態において
、第１及び第２のダイポールアンテナの合成指向性の方向をＢ、第３及び第４のダイポー
ルアンテナの合成指向性の方向をＣとした状態、第１及び第２のダイポールアンテナの合
成指向性の方向をＡ、第３及び第４のダイポールアンテナの合成指向性の方向をＤとした
状態、第１及び第２のダイポールアンテナの合成指向性の方向をＡ、第３及び第４のダイ
ポールアンテナの合成指向性の方向をＣとした状態で、第１及び第２のダイポールアンテ
ナ４、６の合成信号をｋ１倍、第３及び第４のダイポールアンテナ８、１０の合成信号を
ｋ２倍することによって、第１乃至第４のダイポールアンテナ４、６、８、１０の合成指
向性を図５に示すように任意の方向に向けることができる。
【００２８】
　そのため、振幅調整器５２ａ、５２ｂは、移相器５０ａ、５０ｂの出力信号の振幅をｋ
１倍し、振幅調整器５２ｃ、５２ｄは、移相器５０ｃ、５０ｄの出力信号の振幅をｋ２倍
する。そして、これら振幅調整器５２ａ、５２ｂ、５２ｃ、５２ｄの出力信号は、合成器
５４によって合成される。
【００２９】
　上述した移相器５０ａ乃至５０ｄ、振幅調整器５２ａ乃至５２ｄは、制御部５６ａによ
って関連づけて制御される。他の指向性調整回路４４、４６、４８においても、指向性の
制御は制御部５６ｂ乃至５６ｄによって行われる。従って、第１乃至第４のダイポール４
、６、８、１０を使用しているだけであるが、制御部５６ａ乃至５６ｄを適切に調整する
ことによって、指向性調整回路４２、４４、４６、４８から、それぞれ異なる方向から到
来する電波に主に対応した信号が出力される。
【００３０】
　これら各指向性調整回路４２、４４、４６、４８からの出力信号は、対応する可変フィ
ルタ５８ａ、５８ｂ、５８ｃ、５８ｄを介して、対応する周波数変換手段、例えば周波数
変換器６０ａ、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄに供給される。
【００３１】
　可変フィルタ５８ａ、５８ｂ、５８ｃ、５８ｄは、その通過帯域を、対応する制御部５
６ａ、５６ｂ、５６ｃ、５６ｄからの制御信号に基づいて変更可能なものである。各可変
フィルタ５８ａ、５８ｂ、５８ｃ、５８ｄの通過帯域は、対応する指向性調整回路４２、
４４、４６、４８からの出力信号を通過させるように通過帯域が制御部５６ａ乃至５６ｄ
によって調整される。従って、各指向性調整回路４２、４４、４６、４８それぞれによっ
て指向性を調整し、異なる周波数の電波に対応する出力信号を各指向性調整回路４２、４
４、４６、４８から出力しても、これら出力信号のみを対応する周波数変換器６０ａ、６
０ｂ、６０ｃ、６０ｄに供給することができる。
【００３２】
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　各周波数変換器６０ａ、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄは、対応する可変フィルタ５８ａ、５
８ｂ、５８ｃ、５０ｄの出力信号を、各周波数変換器６０ａ、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄそ
れぞれに割り当てられた異なる周波数の信号に周波数変換する。例えば周波数変換器６０
ａは、入力された可変フィルタ５８ａの出力信号を予め定められたチャンネルαの信号に
周波数変換し、周波数変換器６０ｂは、入力された可変フィルタ５８ｂの出力信号を予め
定められたチャンネルβの信号に周波数変換し、周波数変換器６０ｃは、入力された可変
フィルタ５８ｃの出力信号を予め定められたチャンネルγの信号に周波数変換し、周波数
変換器６０ｄは、入力された可変フィルタ５８ｄの出力信号を予め定められたチャンネル
θの信号に周波数変換する。
【００３３】
　上述したように各周波数変換器６０ａ、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄに供給される可変フィ
ルタ５８ａ、５８ｂ、５８ｃ、５８ｄの出力信号の周波数は、変化することがあるので、
各周波数変換器６０ａ、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄが備える局部発振器の発振周波数を変更
する必要がある。この変更は、対応する制御部５６ａ、５６ｂ、５６ｃ、５６ｄによって
行われる。
【００３４】
　各周波数変換器６０ａ、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄの出力信号は、対応する固定フィルタ
６２ａ、６２ｂ、６２ｃ、６２ｄを介して合成手段、例えば合成器６４に供給され、合成
される。固定フィルタ６２ａはチャンネルαの信号を、固定フィルタ６２ｂはチャンネル
βの信号を、固定フィルタ６２ｃはチャンネルγの信号を、固定フィルタ６２ｄはチャン
ネルθの信号を、主に通過させるように通過帯域が選択されている。これによって不要信
号成分を除去することができる。
【００３５】
　この合成器６４の合成出力信号は、１本の伝送線路、例えば同軸ケーブル６６を介して
合成出力信号を複数に分配する分配手段、例えば４分配器６８に供給される。この４分配
器６８から、受信手段、例えば各受信機７０ａ、７０ｂ、７０ｃ、７０ｄに分配出力が供
給される。受信機７０ａ、７０ｂ、７０ｃ、７０ｄは、各周波数変換器６０ａ、６０ｂ、
６０ｃ、６０ｄと同数設けられている。受信機７０ａは、チャンネルαを受信可能に構成
され、受信機７０ｂはチャンネルβを受信可能に構成され、受信機７０ｃはチャンネルγ
を受信可能に構成され、受信機７０ｄはチャンネルθを受信可能に構成されている。従っ
て、受信機７０ａでは、指向性調整回路４２によって調整された指向性の方向から到来す
る電波に対応した信号を受信できる。また、受信機７０ｂでは、指向性調整回路４４によ
って調整された指向性の方向からの電波に対応した信号を受信できる。受信機７０ｃでは
、指向性調整回路４６によって調整された指向性の方向からの電波に対応した信号を受信
できる。受信機７０ｄでは、指向性調整回路４８によって調整された指向性の方向からの
電波に対応した信号を受信できる。いずれの指向性調整回路４２、４４、４６、４８によ
って指向性が変更されても、同様である。このように可変指向性アンテナ装置と、同軸ケ
ーブル６６と分配器６８と受信機７０ａ、７０ｂ、７０ｃ、７０ｄとによって受信システ
ムが構成されている。
【００３６】
　この可変指向性アンテナ装置では、第１乃至第４のダイポールアンテナ４、６、８、１
０しか設けていないのに、これらダイポールアンテナ４、６、８、１０の受信信号を複数
、例えば４つに分配し、複数、例えば４台の可変指向性調整回路４２、４４、４６、４８
に供給し、これら指向性調整回路４２、４４、４６、４８においてそれぞれ選択された方
向からの電波に主に対応する出力信号を発生させ、これら出力信号をそれぞれ異なるチャ
ンネルの信号に周波数変換している。従って、１台の指向性アンテナ装置でありながら、
それぞれ異なる方向から到来する複数の電波をそれぞれ受信して、各受信機７０ａ乃至７
０ｄに１本の同軸ケーブル６６によって伝送することができ、例えば共同受信システムに
おいて使用するアンテナ装置として適している。
【００３７】
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　上記の実施の形態では、アンテナとしてＵＨＦ帯用の第１乃至第４のダイポールアンテ
ナ４、６、８、１０を使用したが、これに代えて、ＶＨＦ帯用のダイポールアンテナを使
用することもできる。或いは、第１乃至第４のダイポールアンテナ４、６、８、１０に加
えて、ＶＨＦ帯用のダイポールアンテナも設け、これらＶＨＦ帯用のダイポールアンテナ
用の指向性調整回路、周波数変換器も設け、ＵＨＦ帯に加えてＶＨＦ帯においても異なる
方向からの複数の電波を１台の可変指向性アンテナ装置において受信し、異なる周波数の
信号に変換して、１本の同軸ケーブルによって伝送することもできる。また、上記の実施
の形態では、指向性調整回路、周波数変換器は、それぞれ４つずつ儲けたが、これらの台
数は２以上の台数なら任意に変更することができる。また、上記の実施の形態では、指向
性アンテナとして第１乃至第４のダイポールアンテナを使用したが、これに限ったもので
はなく、例えば折り返しダイポールアンテナや八木形アンテナ等の他の指向性をアンテナ
を使用することもできる。上記の実施の形態では、周波数変換器６０ａ、６０ｂ、６０ｃ
、６０ｄの台数と受信機７０ａ、７０ｂ、７０ｃ、７０ｄの台数とを等しくしたが、異な
った台数とすることもでき、例えば受信機の台数を周波数変換器の台数よりも多くするこ
ともできる。この場合、各受信機中には同一のチャンネルを受信可能とされたものが複数
台存在する。
 
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の１実施形態の可変指向性アンテナ装置を使用した受信システムのブロッ
ク図である。
【図２】図１の可変指向性アンテナ装置の概略平面図である。
【図３】図１の可変指向性アンテナ装置で使用する第１及び第２ダイポールの合成指向性
の説明図及び同第３及び第４ダイポールアンテナの合成指向性の説明図である。
【図４】図１の可変指向性アンテナ装置における指向性の調整の説明図である。
【図５】図１の可変指向性アンテナ装置における指向性の変化状態を示す図である。
【符号の説明】
【００３９】
　２　本体
　４、６、８、１０　ダイポールアンテナ（指向性アンテナ）
　４２　４４　４６　４８　指向性調整回路（指向性調整手段）
　５８ａ乃至５８ｄ　可変フィルタ
　６０ａ乃至６０ｄ　周波数変換器（周波数変換手段）
　６４　合成器（合成手段）
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